
 「巡回による通級指導」の流れ Ver02（R8.4.1 改訂） 

在籍校 
利

用
の

検
討 

気になる子供への気付き 

在籍学級内での指導の工夫 

通級指導の利用にあたっての情報収集 

校内教育支援員会の実施 

入級適 

本人、保護者への説明 

巡回通級担当教員による巡回相談の実施 

本人、保護者との入級に関する合意形成 

市町村教育支援員会による総合的な判断 

入級許諾 
教育委員会 個別の教育支援計画・指導計画の作成 

利用の手続き（書類の作成等） 

指導実施後 指導記録の回覧等 

在学学級における対応の検討・実施・評価 

通級指導の目標の達成状況の確認、 
指導内容の評価・見直し 

定
期
□
長
期
休
業
中
□ 

巡回による通級指導の開始 

巡回による通級指導の目標の達成 

継

続
指

導 

本人・保護者と面談 

在学学級における対応の検討・実施・評価 

在学学級担任や関係機関からの意見収集 

継
続

指
導 

終
了
の

判
断 

巡回による通級指導の終了 
※教育委員会と連携して校内支援委員会等で総合的に判断 

退級の手続き 
（書類の作成等） 

通

級
の

利
用 



〈新１年生〉巡回による通級指導 開始までの流れ Ver02(R8.4.1) 
  

 

(

□
□
□
月
末
□
□) 

中学校への教育支援計画、
個別の指導計画の引き継ぎ 

中・義務教育(後)学校への入学 

市町村教育支援委員会による 
総合的な判断 

入級許諾 

巡回による通級指導の開始 

通級指導を受けていた６年生 

利用の手続 

各小学校による本人・保護者との
中・義務教育(後)学校通級入級希望

卒級 入級希望 

利用の手続 

担任、巡回指導担当教員、専
門家等による情報収集 

本人・保護者との指導
内容に関する合意形成 

通級指導を受けていない６年生 

中・義務教育(後)学校への入学 

担任、特別支援
Co、専門家等によ

る情報収集（必要
に応じて） 

進学先の中・義務
教育(後)学校へ通
級対象者であるこ

とを引き継ぐ 

本人、保護者への説明 

担任、巡回指導担当教員、専門家等に
よる情報収集（必要に応じて） 

巡回指導担当教員等による巡
回相談の実施 

本人・保護者との入級に関す
る合意形成 

市町村教育支援委員会による 
総合的な判断 

入級許諾 

巡回による通級指導の開始 

利用の手続 

本人・保護者との指導
内容に関する合意形成 

入級適 

拠点校・巡回校・教育委員会によ
る、新規受入に関する協議（受入
許容人数の調整） 

優先順位の決定 

個別の教育支援計画 

・指導計画の作成 

□
□
□
月
末
□
□) 

□
□
□
月
末
□
□
□

退級の手続 

校内教育支援委員会の実施 



＜新 2・3（7・8）年生用＞巡回による通級指導開始までの流れ Ver02(R8.4.1 改訂) 
 通級指導を受けている 1・2（7・8）年生 

各校による本人・保護者との通
級継続希望の確認 

卒級 継続希望 

新２・３(８・９)年生への進級 

次年度への教育支援計画、
個別の指導計画の引き継ぎ 

巡回による通級指導の開始 

通級指導を受けていない 1・2（7・8）年生 

新２・３(８・９)年生への進級 

担任、特別支援

Co、専門家等によ
る情報収集 
（必要に応じて） 

本人、保護者への説明 

担任、巡回指導担当教員、専門家等に
よるアセスメント（必要に応じて） 

巡回指導担当教員等による巡
回相談の実施 

校内教育支援委員会の実施 

本人・保護者との入級に関す
る合意形成 

市町村教育支援委員会による 
総合的な判断 

入級許諾 

巡回による通級指導の開始 

利用の手続 

本人・保護者との指導
内容に関する合意形成 

入級適 

優先順位の決定 

(

□
□
月
末
□
□) 

(

□
□
□
月
末
□
□) 

(

□
□
月
末
□
□) 

退級の手続 

個別の教育支援計画 
・指導計画の作成 

拠点校・巡回校・教育委員会によ
る、新規受入に関する協議（受入
許容人数の調整） 



学校名

記入日 令和 　年　月　日

実施者

1 2 3
年齢相
当であ

時々ある よくある

① 1

② 1

③ 1

④ 1

⑤ 1

⑥ 1

⑦ 1

⑧ 1

1 2 3
年齢相
当であ

時々ある よくある

① 1

② 1

③ 1

④ 1

⑤ 1

⑥ 1

⑦ 1

⑧ 1

1 2 3
年齢相
当であ

時々ある よくある

① 1

② 1

③ 1

④ 1

⑤ 1

⑥ 1

⑦ 1

⑧ 1

1 2 3
年齢相
当であ

時々ある よくある

① 1

② 1

③ 1

④ 1

⑤ 1

⑥ 1

⑦ 1

⑧ 1

1 2 3
年齢相
当であ

時々ある よくある

① 1

② 1

③ 1

④ 1

⑤ 1

⑥ 1

⑦ 1

⑧ 1

1 2 3 4 5

聞く・話す 読む・書く 計算・推論 行動 人間関係

16.0 16.0 16.0 16.0 16.0

値

４
行
動

質問が終わらないうちに出しぬけに答えてしまうなど、順番を待つことが難しい。

他の友達や教師がしていることをさえぎったり、邪魔したりする。

友達とのいさかいやトラブル等が多い。

本人の予想に反した結果や状況になると、混乱し、気持ちの切り替えができない。

友達が困っていても、声をかけたり、助けたりすることができない。

学級の決まりを守ることができない、

５
人
間
関
係
・
社
会
性

教師や大人に注意されると反発し、自分の非を認めようとしない。

友達と一緒に過ごしたり、協力して活動したりすることが苦手で、一人でいることが多い。

活動に必要なものをなくしたり、日々の活動の中で指示されたことを忘れたりしやすい。

特定の物事に強くこだわり、簡単な日常の活動ができなくなることがある。

たびたびしゃべり過ぎたり、過度に興奮したりする。

挨拶や「ありがとう」「ごめんなさい」等の感謝や謝罪の言葉が言えない。

値

気が散りやすく、勉強等で、細部への注意を払わなかったり、不注意な間違いをする。

学習課題や活動で注意を集中し続けることが難しく、課題を完了できない。

面と向かって話しかけられているのに、聞いていないように見える。

そわそわと身体を動かし、じっとしていられず、授業中や座っているときに席を離れてしまう。

値

形の似ている文字を読み間違える。

文章の内容を読み取ることが、苦手である。

文中の語句や行を抜かしたり、繰り返し読んだりする。

単語を一語のまとまりとして読めない。促音や拗音を一音として読めない。

３
計
算
す
る
・
推
論
す
る

数の意味や新し型についての理解が難しい。

簡単な計算が暗算でできない。

答えを得るのにいくつかの手続きを要する、問題を解くのが難しい。

漢字のへんやつくりを入れ替えたり、細かい部分を書き間違えたりする。

「く」と「し」、「し」と「つ」などを間違えて書いたりする。

思いつくまま書き、筋道を通った文章を書くことが難しい。

文字の視写をすることが難しい。また、独特の筆順で書く。

計算するのにとても時間がかかる。

量を表す基本単位の理解や単位の変換が難しい。

図形を描くことや表・グラフから数量間の関係を理解することが難しい。

事物の因果関係を理解することが難しい。

十分に考えたり、順序立てたりして、課題を解決することが難しい。

２
読
む
・
書
く

聞き間違いや聞き逃しが多く、すぐ忘れる。

相手の話している言葉が理解できない。（特に指示語や単語など）

思いつくまま話すなど、筋道を通してわかりやすく話すことが難しい。

１
聞
く
・
話
す

値

話合いがうまくできない。（少し複雑な会話の理解が困難である）

適切な速さや声の大きさで話すことが難しかったり、言葉に詰まったりする。

話すときに文法的な間違いをすることが多い。

個別に言われると聞き取れるが、集団場面では難しい。

話すときに使う語彙の数が少ない。

実態把握チェックシート

○年○組

学年・学級 ふりがな

氏　名

○○○○　○○○○

○○市立○○中学校

値

○○　○○ ○○　○○

小・中学校用

・指導計画年間とリンクしています

・指導計画年間とリンクしています



ふりがな

氏　名

好きなこと
得意なこと
〈強　み〉

生活習慣

人とのかかわり

心理的な安定

コミュニケーション

社会性

身体機能等

実態把握
チェックの結果

[現　在]

[将　来］
○)年後

[現　在]

[将　来］
(○)年後

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

合
理
的
配
慮

配慮の内容 評価
・当初の要望：板書を写すのに時間がかかるので、スマホで黒板の写真を撮らせて欲しい。
・合意形成後：教員が板書をデジカメで撮影したものを印刷して渡す。

継続する

希
望
・
願
い

本　人

・みんなと仲良くしたい。

・就職してお金を稼ぎたい。

保護者

・趣味を見つけて欲しい。

・長く続けられる仕事について欲しい

特
別
の
教
育
課
程
の
編
成
に
係
る
児
童
生
徒
の
実
態

・運動が好きで、進んで身体を動かしている。
・視覚からの情報を理解することが得意である。

特別の教育課程の編成に係る協議シート ○○　○○
○○○○　○○○○

・場の雰囲気を察して、行動したり発言したりすることが苦手である。
・気になることや物があると、夢中になりすぎてしまう傾向がある。

・苦手な食べ物が多く、食事の際には配慮が必要である。
・不安を感じたり、緊張したりすると、トイレに行く回数が増える傾向がある。

・険しい表情・口調で話してしまうことが多く、相手に動揺を与えてしまうことがある。
・一方的に話してしまうことが多く、相手の話を聞くのが苦手なため、会話が成立しにくい。

・気持ちが落ち着かなくなった時に、自らの行動を抑制することが難しく、他者に対して荒々しい行動に及んでしまうことがある。

・困ったことに直面した時に、他者に援助を求める方法が身についていない。
・感情などを言葉にして話すことが難しく、相手に意思が伝わらないことが多い。

・聴覚から情報を得ることは苦手である。

指導の内容

※選択する項目の
内容を参考に、個
別・具体的に内容を
設定する

指導時間 月○単位

教育課程

・本人保護者と合意形成した配慮事

項を記入する。

・毎年度、内容については本人保護

者に確認するようにし、必要があれ

ば変更をしていく。

・毎年度、面談等で本人及び保護者

に聞き取り記入する。

・支援の方策や配慮事項を考えるに

あたって、好きなこと得意なこと（強

み）は、把握する必要がある

・あてはまる（必要な）項目だけを記

入する。無理に全項目埋める必要

はない。個別の教育支援計画も参

考にする。

１－（１）

１－（２）

１－（３）

１－（４）

１－（５）

２－（１）

２－（２）

２－（３）

３－（１）

３－（２）

３－（３）

３－（４）

４－（１）

４－（２）

４－（３）

４－（４）

４－（５）

５－（１）

５－（２）

５－（３）

５－（４）

５－（５）

６－（１）

６－（２）

６－（３）

６－（４）

６－（５）

障害に応じた特別の指導を学校の教育課程に加える。
障害に応じた特別の指導を教育課程の一部に替える。

0
2
4
6
8

10
12
14
16
聞く・話す

読む・書く

計算・推論行動

人間関係

・実態チュエックシートの結果が反映

される。



ふりがな

氏　名

学　級 ○年○組 担当者

好きなこと
得意なこと
〈強　み〉

生活習慣

人とのかかわり

心理的な安定

コミュニケーション

社会性

身体機能等

[現　在]

〔将来〕
〔○年度〕

[現　在]

〔将来〕
〔○年度〕

巡回による通級指導　個別の指導計画（年間）
【自立活動編】

○○○○　○○○○

○○　○○

学校名 ○○市立○○中学校 ○○　○○

個別の教育支援計画より

希
望
・
願
い

本　人

保護者

収集した情報を自立活動の区分に即して整理

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 コミュニケーション

・運動が好きで、進んで身
体を動かしている。

・気持ちが落ち着かなく
なった時に、自らの行動
を抑制することが難しく、
他者に対して荒々しい行
動に及んでしまうことがあ
る。

・険しい表情・口調で話し
てしまうことが多く、相手
に動揺を与えてしまうこと
がある。
・一方的に話してしまうこ
とが多く、相手の話を聞く
のが苦手なため、会話が
成立しにくい。

・聴覚から情報を得ること
は苦手である。
・視覚から情報をとらえて
理解することは得意であ
る。

・運動が好きで、進んで身
体を動かしている。

・困ったことに直面した
時に、他者に援助を求
める方法が身について
いない。
・感情などを言葉にして
話すことが難しく、相手
に意思が伝わらないこと
が多い。

身体の動き

指導目標 一方的に話すことを調整しながら、伝えたいことを整理して話すことができる。

指導目標を達成するために必要な項目

１　健康の保持 ２　心理的な安定 ３　人間関係の形成 ４　環境の把握 ５　身体の動き ６　コミュニケーション

(5)状況に応じたコミュニ
ケーションに関すること。

(1)生活のリズムや生活習慣
の形成に関すること。

(3)障害による学習上又は生
活上の困難を改善・克服す
る意欲に関すること。

(3)自己の理解と行動の調整
に関すること。

(2)感覚や認知の特性につい
ての理解と対応に関するこ
と。

(4)コミュニケーション手段
の選択と活用に関すること

(3)身体各部の状態の理解と
養護に関すること

相手に伝えなければならない事柄を、いつ、どこ
で、どうしたいか、などの項目を示した資料を見
ながら順番に話す。

日常の会話の様子を動画で撮影し、省みるよう
にすることで、相手の話を聞きながら話したり、
穏やかな口調や表情で相手に接したりするよう
意識する。

気持ちが不安定になった時には、その場を一
時離れ、身体を動かすなどして発散する。

今年度の指導内容

関連する項目 関連する項目 関連する項目

４と６ ３と４と６ ２と３

・各校で作成している、個別の教育

支援計画を添付する。

※個別支援計画が作成されている

ことが前提で、個別の指導計画が

作成される。新規についても、まず

は支援計画を作成すること。

・上の欄に書いてある内容を、６つ

の区分に分ける。

・コピペはやりにくいので、手入力

する。

・指導目標に係る内容だけを６区

分２６項目の中から選択する。

・複数の項目と関連させた指導内

容を検討し、１～３つ記入する。



ふりがな

氏　名

学校名 学級 ○年○組 担当者

中長期目標
・集団生活のルールやマナーを理解し、周りと協力して学校生活を送ることができる。

巡回による通級　個別の指導計画
【自立活動編】

○○○○　○○○○

○○　○○

○○市立○○中学校 ○○　○○

１学期 ２学期 ３学期

短期目標

・自分の特性を理解し、長所を生
かした職業選択を意識する。
・自分に合った学習方法を身につ
け、赤点を取らないようにする。

主な内容

・楽しい時や悲しい時、困った時
など自分の気持ちと場面に合った
表情を理解する。
・わからないことやできないことが
あったら、適切な人物等に質問を
するとよいことを理解する。

指導方法
及び留意点

・自分の得意なことをピックアップ
するなど、自己分析をサポートす
る。また、人と適切なやりとりをす
る方法を具体的に伝える。
・学習で苦労していることも、工夫
すればうまくいくかもしれない事を
具体的な事例から伝える。

評価

・１，２遅刻を反省し学校求人で就
職するため、努力することができ
た。また、進路実現に向けて、追
認考査や定期考査に意欲的によ
り組み、よい結果を得ることがで
きた。頑張れば結果がついてくる
事を学べたことは大きな成長につ
ながった。

指導時間 8

・主語は教師。

・目標を実現するために教師が行

う「学習方法」「支援方法」「学習環

境の設定」「学習活動の工夫」等。

・「○○できるようになった。」「○○する

様子が見られた。」等、目標に対する達

成度や取組の様子を具体的に記述する。

・有効だった支援方法や手立て、課題等

を記述すると、次の指導につながる。



(1)生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。
(2)病気の状態の理解と生活管理に関すること
(3)身体各部の状態の理解と養護に関すること
(4)障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること
(5)健康状態の維持・改善に関すること

(1)情緒の安定に関すること。
(2)状況の理解と変化への対応に関すること。
(3)障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。

(1)他者とのかかわりの基礎に関すること。
(2)他者の意図や感情の理解に関すること
(3)自己の理解と行動の調整に関すること。
(4)集団への参加の基礎に関すること。

(1)保有する感覚の活用に関すること。
(2)感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。
(3)感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。
(4)感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関すること
(5)認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。

(1)姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること
(2)姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること
(3)日常生活に必要な基本動作に関すること
(4)身体の移動能力に関すること
(5)作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること

(1)コミュニケーションの基礎的能力に関すること
(2)言語の受容と表出に関すること
(3)言語の形成と活用に関すること
(4)コミュニケーション手段の選択と活用に関すること
(5)状況に応じたコミュニケーションに関すること。

６　コミュニケーション

１　健康の保持

２　心理的な安定

３　人間関係の形成

４　環境の把握

５　身体の動き



巡回による通級指導 指導の記録（○月） 

氏名 

令和○年○月○○日（○） 

活動内容 
① 
② 
③ 
④ 

担当の所感 
 
 

 保護者コメント 保護者印 

 

令和○年○月○○日（○） 

活動内容 
① 
② 
③ 
④ 

担当の所感 
 
 

 保護者コメント 保護者印 

 



令和○年○月○○日（○） 

活動内容 
① 
② 
③ 
④ 

担当の所感 
 
 

 保護者コメント 保護者印 

 

令和○年○月○○日（○） 

活動内容 
① 
② 
③ 
④ 

担当の所感 
 
 

 保護者コメント 保護者印 

 

 



通級指導の振り返り（○月） 

本人の感想 

担当からの励まし 

担任からの励まし 

家庭から 

 



巡回による通級指導 報告書 

 
 

 
 
１．巡回による通級指導教室の指導内容の記録 令和○年○○月○○日 ～ ○○月○○日 

月日、校時 指導内容 生徒の学習・活動の様子 

○○／○○（○） 

○校時 

  

○○／○○（○） 

○校時 

  

○○／○○（○） 

○校時 

  

○○／○○（○） 

○校時 

  

 
２．通級指導担当教員から担任（各教科担任も含）へ、授業中に配慮してほしい点など 

 

 

 
３．担任（各教科担任も含）から、普段の授業における生徒の様子など 

 

 

学年 組 氏名 

３ ３  

校長 教頭 特支 Co 学年主任 担任 

     

学期の目標 

 



令和○年度 巡回による通級指導 報告書（校内教育支援委員会用） 
作成日：令和○年○月○○日 

巡回指導担当教員：          

名前  学年・組 ○学年○組 

 

障
害
□
状
態 

・ 

 

 家庭及び学校での様子及びニーズ 

本

人 

・ 

家

庭 

・ 

学

校 

・ 

 

目
標 

 

指導形態 個別指導 ☐小集団指導 ☐巡回指導 ☐経過観察 

指導時間 ☐毎週 ☐隔週 ☐月○回 指導回数 ○回/1 回○○分 

 具体的な指導内容 評価 指導の手立て・児童生徒の様子 

通
級
指
導
教
室 

 

 

 

備
考 

 

【評価の目安：◎８０％以上 〇５１％～７９％ ▲５０％以下】 
 

巡回による通級指導に係る措置 

保護者希望 
☐通級希望あり ☐通級希望なし ☐一時中断 
保護者意見（                            ） 

担任の意見 ☐必要である ☐必要でない ☐判断が難しい 

担当の意見 ☐必要である ☐必要でない ☐判断が難しい 

校内教育支援委
員会による判断 

☐継続 ☐終了 ☐中断 

事 由 
 



 



令和○年度 巡回による通級指導 報告書（市町村教育支援委員会用） 
作成日：令和○年○月○○日 

巡回指導担当教員：          

名前  学校名・学年 ○○○学校・○学年 

 

障
害
□
状
態 

・ 

 

 家庭及び学校での様子及びニーズ 

本

人 

・ 

家

庭 

・ 

学

校 

・ 

 

目
標 

 

指導形態 ☐個別指導 ☐小集団指導 ☐巡回指導 ☐経過観察 

指導時間 ☐毎週 ☐隔週 ☐月○回 指導回数 ○回/1 回○○分 

 具体的な指導内容 評価 指導の手立て・児童生徒の様子 

通
級
指
導
教
室 

 

 

 

備
考 

 

【評価の目安：◎８０％以上 〇５１％～７９％ ▲５０％以下】 
 

巡回による通級指導に係る措置 

保護者希望 
☐通級希望あり ☐通級希望なし  
保護者意見（                            ） 

学校の意見 
☐必要である ☐必要でない ☐判断が難しい 
学校意見 （                            ） 

教育支援委員会
による判断 

☐継続 ☐終了 ☐中断 終了・中断年月日 令和○年○月○○日 

事 由 
 



 


